
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料編】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





資 料 編 

 

資 料 編 

１ 策定委員会設置要綱・名簿 

【設置要綱】 

平成１７年７月７日 

告示第２１号 

改正 平成１８年 ６月２９日告示第３４号 

 

（設置） 

第１条 清須市における福祉行政を総合的かつ計画的に推進するための計画の策定及び

計画の見直しをするため、清須市保健福祉計画策定委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

（計画の種類） 

第２条 委員会が策定及び見直しをする計画の種類は、次に掲げる計画とする。 

（１） 清須市介護保険計画の策定及び見直し 

（２） 清須市障害者計画の策定及び見直し 

（３） 清須市児童福祉計画の策定及び見直し 

（４） 清須市高齢者保健福祉計画の見直し 

（５） 前各号に掲げるもののほか、保健福祉に関する計画の策定及び見直し 

（組織） 

第３条 委員は、次に掲げる委員をもって組織し、市長が委嘱する。 

（１） 福祉団体の代表者 ８人以内 

（２） 学識経験者 １人 

（３） 住民の代表者 ３人以内 

（４） 医師 ２人以内 

（５） 歯科医師 ２人以内 

（６） 薬剤師 １人 

（任期） 

第４条 委員の任期は、３年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の

任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長等） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を１人置く。 

２ 委員長は、委員の互選により選出し、副委員長は、委員長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その事務を代行する。 
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（部会） 

第６条 委員長は、委員会に必要に応じて部会を設けることができる。 

２ 部会に部会長及び副部会長を１人置く。 

３ 部会長は、委員の互選により選出し、副部会長は、部会長が指名する。 

４ 部会長は、部会の会務を総理し、部会の会議の議長となる。 

５ 副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるときは、その事務を代行する。 

（庶務） 

第７条 委員会及び部会の庶務は、第２条各号に掲げる計画を所管する課が行う。 

（その他） 

第８条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が定め

る。 

附 則 

この告示は、平成１７年７月７日から施行する。 

附 則（平成１８年６月２９日告示第３４号） 

この告示は、公布の日から施行する。 
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【委員名簿】 

（敬称略・順不同） 

職名 氏 名 役職 備考 

委員 小川 禎一 社会福祉協議会会長 ３条１号 福祉団体代表

委員 石田 德義 西春日井福祉会事務局次長 ３条１号 福祉団体代表

委員 太田 廣史 寿会会長 ３条１号 福祉団体代表

委員 村瀬 正守 民生委員児童委員協議会会長 ３条１号 福祉団体代表

委員 山内 修 シルバー人材センター会長 ３条１号 福祉団体代表

委員 丹羽 治一 学校法人佑愛学園理事長 ３条２号 学識経験者 

委員 山内 文江 女性の会副会長 ３条３号 住民代表 

委員 隅田 義明 ボランティア連絡協議会会長 ３条３号 住民代表 

委員 筒井 登和子 介護者代表 ３条３号 住民代表 

委員 恒川 武久 医師会代表 ３条４号 

委員 岡崎 伸一 歯科医師会代表 ３条５号 

委員 山口 冨美代 薬剤師会代表 ３条６号 

オブザーバー 谷川 隆子 師勝保健所健康支援課長 オブザーバー 

任期：平成23年４月１日～平成26年３月31日 
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２ ワークショップ概要 ワークショップ概要 

（１） 市民ワークショップの目的 （１） 市民ワークショップの目的 

高齢化率の増加や要介護（要支援）認定者が増加し、高齢者を取り巻く環境は変化して

きています。その中で、高齢者がこれからも住み慣れた清須市でいきいきと暮らしていく

ために何が必要か、何かできるのかについて、市民の皆さまから生の声をいただきたいと

考えており、それを反映した計画書にするため、ワークショップを開催しました。ワーク

ショップは、清須市の高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画に市民の生の声を少しで

も多く反映させることを目的としています。 

高齢化率の増加や要介護（要支援）認定者が増加し、高齢者を取り巻く環境は変化して

きています。その中で、高齢者がこれからも住み慣れた清須市でいきいきと暮らしていく

ために何が必要か、何かできるのかについて、市民の皆さまから生の声をいただきたいと

考えており、それを反映した計画書にするため、ワークショップを開催しました。ワーク

ショップは、清須市の高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画に市民の生の声を少しで

も多く反映させることを目的としています。 

（２） ワークショップの実施概要 （２） ワークショップの実施概要 

 第１回目 第２回目 

日時 平成23年４月19日 10：00～12：00 平成23年5月11日 10：00～12：00 

テーマ 
高齢になっても安心して楽しく住み続
けられる清須市とはどんな街か 

理想の街にするために必要なこと・でき
ることは何か 

参加者 
町内会等、女性の会、民生委員、健康推
進員、介護支援専門員、ボランティア、
一般市民         …等 

町内会等、女性の会、民生委員、健康推
進員、介護支援専門員、ボランティア、
一般市民         …等 

参加人数 27人 21人 

 

 

 

 

ワークショップ第１回目では、まずワークショップの趣旨や、進め方についてご理解

いただけるよう、説明しました。 

そして、「高齢になっても安心して楽しく住み続けられる清須市とはどんな街か」につ

いて意見をいただき、理想とする清須市の像について話し合っていただき、意見を共有

しました。 

高齢になっても安心して楽しく住み続けられる清須市とはどんな街か 

第１回目のテーマ 

理想の街にするために必要なこと・できることは何か 

第２回目のテーマ 
 

 

 

ワークショップ第２回目では、各グループで第１回目に出た「高齢になっても安心し

て楽しく住み続けられる清須市とはどんな街か」のまとめの中で、重点的なものを１～

３個程度選択していただき、その理想とする街を実現するための課題・解決策について

意見を共有しました。 

問題・課題については自分や地域、行政ができることについて書いていただき、１回

目と同じように話し合いながら意見をまとめ、共有しました。 
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素
（
基
礎
）
で

す
。
高
齢
者
用
食
事
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
ま
ち

健
康

・
一
番
困
難
な
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
ど
こ
ま
で
保

証
す
る
か

さ
ま

た
げ

・
男
性
の
行
き
や
す
い
つ
ど
い

・
ひ

き
こ

も
り
に

な
ら
な
い
よ
う

交
流
の
場

が
あ
る
と
よ
い

・
形

に
と

ら
わ
れ

な
い
人
間
味
あ

ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち

・
高

齢
者

の
つ
ど

い
を
多
く
も
っ

て
い
た
だ

き
た
い

・
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

・
地

域
に

高
齢
者

が
集
ま
り
や
す

い
施
設
や

コ
ー
ナ
ー
の
あ
る
町

・
介

護
保

険
で
利

用
で
き
な
い
人

の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
の
場

・
近
く
に
す
ぐ
相
談
で
き
る
人
、
話
し
合
え
る

人
が
い
る
町
→
つ
な
が
れ
る
町
（
集
ま
る
機

会
）

つ
ど

い

・
清

須
市

全
体

が
高

齢
者

支
援
に

か
か
わ
れ
る
よ
う
に
、
学
区
地
域

で
、
支
援
窓
口
、
訪
問
介
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
24
Ｈ
体
制
）
が
あ
る

と
安
心

・
介
護
に
対
す
る
情
報
（
相
談
し
や

す
い
、
不
安
が
な
い
）

・
高

齢
者

が
集

え
る

場
所

が
身
近

な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
自
由
に
出
入

り
で
き
、
管
理
者
兼
相
談
員
が
常

置
し
て
い
る
よ
う
に
す
る

・
介

護
保

険
に

つ
い

て
高

齢
者
に

よ
く
説
明
し
て
頂
き
た
い

介
護

・
高
齢
者
の
積
極
的
な
雇
用
を
し
て

い
る
ま
ち

・
何
か
あ
っ
た
時
に
は
、
ど
こ
に
連

絡
し
た
ら
よ
い
か
が
わ
か
り
合
え

て
る
町

・
災
害
時
の
時
、
救
助
の
シ
ス
テ
ム

（
地
域
、
町
内
の
救
助
シ
ス
テ
ム
）

の
あ
る
町

・
役
所
へ
出
向
く
こ
と
が
難
し
く
な

る
の
で
近
く
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

れ
る
よ
う
に

・
在

宅
生

活
を

望
む

方
が

多
い

の
で
、
在
宅
生
活
上
で
困
っ
て
い
る

こ
と
を
相
談
で
き
る
窓
口
が
身
近

に
あ
る
ま
ち

・
市
の
行
事
に
参
加
し
や
す
い
よ
う

に
会
場
を
分
散
さ
せ
て
頂
き
た
い

行
政

・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

を
す

る
こ
と

で
、

ポ
イ

ン
ト

が
も

ら
え

、
自
分

が
必

要
な

時
に
そ

れ
を

使
え
るポ

イ
ン

ト

・
あ
い
さ
つ
、
顔
を
見
た
ら
声
か
け
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

・
昔

の
長

屋
の

様
に

隣
近

所
の

顔
が
見

え
る
ま
ち

・
交

通
事

故
の

な
い

ま
ち

に
し

て
頂
き

た
い

・
商
業
の
活
性
化
を
進
め
、
清
須
市
内
で
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
完
結
で
き
る
ま
ち

・
高

齢
者

世
帯

と
さ

ま
ざ

ま
な

接
点
が

と
れ
、
清
須
市
が
家
族
と
な
る
ま
ち

・
そ

の
方

が
望

む
生

活
が

実
現

さ
れ
る

よ
う
支
援
体
制
が
で
き
た
町

・
あ
い
さ
つ
の
し
合
え
る
町

ご
近

所

Ｂ
グ
ル
ー
プ
（第

１
回

目
）
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・
声

か
け

を
す

る
・

挨
拶

、
声

か
け

を
必

ず
行

う

・
毎

日
の

挨
拶

。
登

校
時

、
犬

の
散

歩
等

の

と
き

さ
り

げ
な

く
玄

関
に

出
て

挨
拶

す
る

。
み

ん
な

が
す

る
と

家
の

中
の

高
齢

者

も
出

て
き

て
あ

い
さ

つ
す

る
よ

う
に

し

て
い

く

・
声

か
け

を
す

る
、
色

々
な

サ
ー

ク
ル

に
近

所
の

人
を

さ
そ

い
出

か
け

る

あ
い

さ
つ

・
色

々
な

行
事

が
あ

る
と

き
に

誘
っ

て
出

か

け
る

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

に
参

加
す

る

・
町

内
の

行
事

は
高

齢
者

に
解

り
や

す
い

よ
う

に
連

絡
す

る
と

よ
い

・
男

性
の

つ
ど

い
が

少
な

い
の

で
な

ん
と

か
で

き
な

い
か

・
サ

ロ
ン

が
開

か
れ

る
（

有
償

）

・
み

ん
な

で
お

花
見

会
を
（

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

付
き

）
開

く

つ
ど

い
の

活
性

化

・
見

守
り

の
シ

ス
テ

ム
を

作
る

・
ゴ

ミ
ネ

ッ
ト

の
管

理

シ
ス

テ
ム

・
私

が
や

れ
る

こ
と

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

・
情

報
の

収
集

・
家

族
で

高
齢

者
を

支
え

る
方

法
は

な
い

か
…

・
友

人
と

行
動

す
る

（
車

の
乗

り
合

い
等

）
・

介
護

保
険

に
つ

い
て

要
望

が
あ

れ
ば

個

人
的

に
も

説
明

に
行

く

・
積

極
的

に
外

出
す

る

・
高

齢
者

に
良

い
食

生
活

に
つ

い
て

等
、

集
会

所
等

で
話

す
。

食
育

す
る

・
散

歩

・
自

分
の

健
康

は
自

分
で

守
る

、
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
心

が
け

る

・
地

域
で

集
ま

っ
て

食
事

作
り

・
フ

ァ
ミ

リ
ー

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

の
内

容

を
も

っ
と

Ｐ
Ｒ

す
る

た
め

チ
ラ

シ
を

配
る

・
地

域
の

顔
を

作
る

（
介

護
、

生
活

等
）

・
高

齢
者

グ
ル

ー
プ

で
の

ウ
ォ

ー

キ
ン

グ
、

散
歩

会

・
市

の
サ

ー
ビ
ス
で
巡

回
バ

ス
を
走

行
（
路

線
バ

ス
で

な
く
予

約
を
し
て
自

宅
前

に
来

て
も
ら
う
）

登
録

制
。
6
5
歳

以
上

又
は
障

害
者

・
高

齢
者

が
ど
こ
に

ど
の

よ
う
な
状

態
で

暮
ら
し

て
い

る
の

か
（
独

居
と
か

）
ど
ん
な

こ
と
で
困

っ

て
い

る
の
か

調
査

・
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
る

・
高

齢
者

の
交

通
事

故
死

が
多

い
の
で
対

策
を

考
え
て
頂

き
た
い

・
2
4
H
、
サ
ポ
ー

ト
す

る
ヘ

ル
パ

ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

あ
る
い
は
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
各

地
域

に
つ

く
る

・
在

宅
介

護
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

か
か

わ
れ

る
よ

う
な
サ

ー
ビ
ス
、
介

護
保

険
に

該
当

し
な
い

サ
ー

ビ
ス
を
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

・
土

地
、
建

物
の
無

償
提

供

・
移

動
、
買

い
物

シ
ョ
ッ
プ

の
支

援
（
雇

用
の

促
進

）

・
サ

ロ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
指

導
す

る
。
で

き
れ

ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神

を
育

成
し
、
無

償

活
動

は
で

き
る
だ
け
避

け
る
シ
ス
テ
ム
を
作

る

・
障

害
者

、
年

齢
制

限
な
く
清

須
市

の
予

防
を

増
や

す
。
高

齢
者

福
祉

で
経

済
発

展
の
施

策

を
し
て
ほ
し
い

・
市

が
計

画
し
た
行

事
は

で
き
る
限

り
分

散
し
て

頂
き
た
い
。
身

近
な
と
こ
ろ
で
開

い
て
ほ
し
い

・
地

区
サ

ロ
ン

、
い

つ
で

も
集

ま

れ
る

所
が

ほ
し

い
・

食
事

を
み

ん
な

で
作

る
コ

ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
を

・
情

報
メ

デ
ィ

ア
の

充
実
（

地
域

と
の

連
携

）
、

チ
ラ

シ
等

・
食

育
、
健

康
づ

く
り
、
介

護
予

防
体

操
の

啓
発

グ
ル

ー
プ
を
育

成
す

る

・
配

食
サ
ー

ビ
ス
の
業

者
を
増

や
す

（
市

の
補

助
対

象
業

者
を
増

や
す

）

個
人

安
心

な
ま

ち

ふ
れ

あ
い

が
あ

る
ま

ち

元
気

が
で

る
ま

ち

地
域

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
行

政
な

ど
個

人

安
心

な
ま

ち

ふ
れ

あ
い

が
あ

る
ま

ち

元
気

が
で

る
ま

ち

地
域

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
行

政
な

ど

Ｂ
グ
ル
ー
プ
（第

２
回
目
）
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ま
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93 

・
高

齢
者

が
ど

こ
に

住
ん

で
み

え
る

か
わ

か
る

と
い

い

・
災

害
に

強
い

ま
ち

・
バ

リ
や

フ
リ

ー
を

、
駅

や
役

所
で

や
っ

て
ほ

し
い

・
ま

ず
近

隣
の

高
齢

者
を

知
る
（

た
え

ず
挨

拶
、
言

葉

を
か

わ
す

）

・
災

害
後

の
立

上
り

が
早

い
ま

ち

災
害

に
強

い
ま

ち

・
役

所
主

催
の

色
々

の
会

合
、
イ

ベ
ン

ト
に

出
か

け
る

（
友

達
づ

く
り

）

・
気

楽
に

近
所

づ
き

あ
い

が
で

き
る

・
近

隣
の

方
と

の
つ

な
が

り
の

あ
る

ま
ち

（
助

け
合

い
）

・
趣

味
を

共
有

す
る

仲
間

づ
く

り
、
町

づ
く

り
（

サ
ロ

ン
の

活
用

）

・
気

軽
に

集
ま

る
場

所
の

あ
る

ま
ち

・
ふ

れ
あ

い
、
い

き
い

き
サ

ロ
ン

が
若

い
人

で
も

気
軽

に
使

え
る

ま
ち

・
そ

れ
ぞ

れ
の

地
区

が
公

平
な

サ
ロ

ン
を

持
っ

て
い

る
ま

ち
・

い
つ

ま
で

も
社

会
参

加
で

き
る

ま
ち

（
生

き
が

い
）

・
高

齢
者

と
若

人
、
子

供
た

ち
が

混
じ

っ
て

遊
べ

る
ま

ち

・
老

人
が

気
軽

に
遊

べ
る

施
設

を
作

っ
て

ほ
し

い

歩
い

て
行

け
る

サ
ロ

ン
で

生
き

生
き

・
見

守
り

制
度

を
作

っ
て

ほ
し

い

・
声

か
け

が
必

要
、
話

し
を

す
る

こ
と

が
な

い
か

ら
見

守
り

の
方

法
を

考
え

た
い

・
高

齢
に

な
っ

て
資

源
ゴ

ミ
が

出
せ

な
く

な
っ

た
時

に
支

援
し

て
も

ら
え

る
ま

ち

・
気

軽
に

相
談

で
き

る
所

が
あ

る
ま

ち

・
認

知
症

に
な

っ
て

も
お

だ
や

か
に

暮
ら

せ
る

ま
ち

・
一

人
暮

ら
し

で
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

一
人

で
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

・
少

子
化

防
止

の
た

め
若

人
が

住
み

や
す

い
ま

ち

・
子

供
を

安
心

し
て

育
て

ら

れ
る

ま
ち

社
会

の
宝

子
供

を
増

や
そ

う

・
高

齢
に

な
っ

て
も

自
分

で
買

い
物

に
行

け
る

ま
ち

・
歩

い
て

図
書

館
に

行
け

る
ま

ち

・
足

が
悪

く
て

も
市

内
あ

ち
こ

ち
で

か
け

た
い

・
6
5
歳

以
上

に
な

っ
た

ら
施

設
（

清
州

城
）
と

か
の

無

料
パ

ス
が

あ
る

と
い

い

・
名

古
屋

に
出

か
け

る
交

通
の

補
助

（
7
0

歳
以

上
と

か
）

が
あ

る
と

い
い

・
交

通
の

便
が

良
く

な
い

の
で

安
心

し
て

乗
れ

る
バ

ス
を

運
行

し
て

ほ
し

い
・

地
域

密
着

の
小

回
り

の
き

く
ス

ー
パ

ー
が

近
く

に

有
る

・
歩

道
の

整
備

が
悪

い
の

で
、
安

心
し

て
歩

け
る

道
を

作
っ

て
ほ

し
い

・
巡

回
バ

ス
の

回
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

交
通

の
便

利
な

ま
ち

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ポ

イ
ン

ト

貯
金

の
制

度
が

ほ
し

い

・
有

償
サ

ポ
ー

タ
ー

が
ほ

し

い清
須

市
の

心
く

ば
り

・
色

々
な

行
事

が
あ

る
と

老
人

の
方

は
出

か
け

ら
れ

る
か

ら
、

機
会

を
作

っ
て

あ
げ

る
と

い
い

・
高

齢
者

に
で

も
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

事
を

増
や

す

・
高

年
大

学
を

充
実

し
て

ほ
し

い
（

あ
る

の
か

な
い

の
か

わ
か

り
ま

せ
ん

が
）

・
伝

統
芸

能
が

活
発

な
ま

ち

・
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
で

生
き

生
き

ま
ち

づ
く

り

社
会

参
加

を
生

き
が

い
に

 
Ｃ
グ
ル
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プ
（
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・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
す

る
・

ま
ち

づ
く

り
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

な
る

・
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

な
る

・
お

互
い

に
声

を
か

け
合

う
・

地
元

で
買

い
物

を
す

る

・
地

元
で

買
い

物
を

す
る

・
防

災
訓

練
に

参
加

す
る

・
隣

近
所

の
見

守
り

・
家

族
の

集
合

場
所
（

避
難

場
所

）
を

き
め

て
お

く
（

防
災

）

・
救

急
医

療
情

報
キ

ッ
ト

を
申

請
す

る

・
近

隣
の

人
と

知
り

合
う

、
言

葉
を

か
わ

す
・

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

に
な

る
・

高
齢

者
の
ゴ

ミ
出

し
を

す
る

・
広

報
を

よ
く

読
む

・
地

域
の

催
し

に
参

加
す

る
・

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

を
活

用
し

よ

う

・
地

元
で

で
き

た
花

、
野

菜
を

売
ろ

う
・

地
域

防
災

組
織

を
作

る

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

り
、

一
人

暮
ら

し
の

方
を

地
図

打
ち

す
る

・
地

域
の

催
し

を
盛

ん
に

す
る

・
地

域
マ

ッ
プ

を
作

る
（

防
災

）
・

サ
ロ

ン
を

作
ろ

う
・

趣
味

仲
間

の
集

ま
り

を
作

る

・
防

災
訓

練

・
道

路
の

整
備

・
道

路
整

備
の

充
実

・
電

柱
を

な
く

そ
う

・
放

課
後

の
子

供
あ

ず
か

り
を

も
っ

と
市

が

考
え

て
ほ

し
い

・
道

路
に

歩
道

を
設

け
て

ほ
し

い
・

病
気

（
軽

度
）

の
子

ど
も

も
保

育
園

で
預

か
っ

て
ほ

し
い

・
寿

会
（

長
寿

を
祝

う
会

）
は

清
須

で
や

る

の
で

は
な

く
、
清

須
・

新
川
・

西
枇

杷
島

ご
と

に
や

っ
て
ほ

し
い

・
広

報
に

庁
舎

所
在

地
や

マ
ッ

プ
を

の
せ

て
ほ

し
い

・
各

町
の

分
庁

舎
を

な
く

さ
な

い
で

ほ
し

い

・
寿

大
学

を
充

実
し

て
ほ

し
い

（
内

容
を

）
・

町
単

位
で

の
行
事

を
や

っ
て

ほ
し

い

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ポ

イ
ン

ト
制

度
を

社
協

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
に

制
度

化
し

て
も

ら
う

・
移

動
図

書
館

・
社

協
だ

よ
り

に
サ

ロ
ン

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
登

録
団

体
を

の
せ

る
・

サ
ロ

ン
の

マ
ッ

プ
が

ほ
し

い
（

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

）

目
指

す
ま

ち
：

支
え

合
い

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

清
須

市
！

！

個
人

災
害

に
強

い
ま

ち

一
人

で
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

地
域

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
行

政
な

ど
個

人

災
害

に
強

い
ま

ち

一
人

で
も

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

地
域

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
行

政
な

ど

Ｃ
グ
ル
ー
プ
（第

２
回
目
）
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・
市

の
行

事
に

「
書

い
て

伝
え

る
」

要
約

筆
記

を
つ

け
て

・
安

心
、

安
全

な
町

づ
く

り
・

ひ
と

り
暮

ら
し

で
も

安
心

で
き

る
・

皆
で

仲
良

く
暮

ら
せ

る
地

域
づ

く
り

・
耳

が
不

自
由

で
も

参
加

で
き

る
市

の
行

事
に

ま
ち

づ
く

り

・
耳

の
不

自
由

な
高

齢
者

が
ど

こ
に

み
え

る
の

か
把

握
し

て
ほ

し
い

・
聞

こ
え

な
い

こ
と

が
ど

ん
な

こ
と

か
知

っ
て

ほ
し

い
・

各
種

サ
ー

ビ
ス

が
安

心
し

て
受

け
ら

れ
る

・
難

聴
高

齢
者

が
安

心
し

て
参

加
で

き
る

よ
う

に
・

情
報

が
し

っ
か

り
伝

わ
る

よ
う

に

情
報

が
伝

わ
り

や
す

い
ま

ち

・
緊

急
時

ど
う

す
る

か
？

の
シ

ス
テ

ム
が

で
き

て
い

る
か

・
移

動
困

難
な

方
へ

の
配

慮
・

耳
の

不
自

由
な

人
へ

の
情

報
伝

達
の

整
備

、
平

常
時

、
緊

急
時

・
避

難
訓

練
を

地
域

で
行

う
・

広
報

車
が

聞
こ

え
や

す
く

災
害

対
策

が
整

っ
た

ま
ち

・
交

通
の

便
が

良
く

高
齢

で
も

外
出

し
や

す
い

町
・

一
人

で
も

気
軽

に
出

歩
け

る
町

・
一

人
で

も
気

軽
に

安
心

し
て

出
歩

く
こ

と
が

で
き

る
町

・
あ

し
が

る
バ

ス
を

利
用

し
て

い
ろ

い
ろ

な
所

に
皆

で
出

か
け

た
い

・
安

心
し

て
出

か
け

ら
れ

る
・

交
通

の
便

、
い

ま
よ

り
も

一
人

で
安

心
し

て
で

か
け

ら
れ

る
ま

ち

・
カ

タ
チ

に
と

ら
わ

れ
ず

フ
ッ

ト
ワ

ー
ク

よ
く

手
助

け
で

き
る

町
・

手
助

け
が

気
軽

に
頼

む
こ
と

が
で

き
る

町
・

隣
同

志
が

気
軽

に
声

か
け
が

で
き

る
町

・
や

さ
し

く
声

が
か

け
ら

れ
る

町
・

子
供

、
老

人
、

各
世

代
が
交

流
で

き
る

場
所

を
つ

く
る

・
身

近
な

地
域

で
敬

老
会

等
を

開
催

す
る

・
誰

か
に

相
談

で
き

る
・

地
域

で
食

事
会

、
花

づ
く
り

・
「

き
ず

な
」

を
作

れ
る

町
、

近
所

と
の

お
つ

き
あ

い
が

気
軽

に
で

き
る

（
安

否
確
認

等
）

・
世

代
を

問
わ

ず
集

え
る

場
所

が
あ

る
町

・
と

じ
こ

も
り

が
ち

な
方

々
を

い
か

に
し

て
出

か
け

て
い

た
だ

け
る

か
・

高
齢

者
に

も
可

能
な

限
り

参
画

、
活

動
で

き
る

こ
と

を
考

え
る

・
近

く
に

助
け

て
く

れ
る

人

人
が

ふ
れ

あ
え

る
ま

ち

・
医

療
期

間
が

充
実

し
た

町
（

眼
科

が
少

な
い

）
・

近
く

に
店

が
あ

る
と

よ
い

・
買

い
物

が
し

や
す

い
町

（
配

達
）

・
ゴ

ミ
が

出
し

や
す

い
町

（
収

集
所

）
・

役
所

や
金

融
機

関
の

手
続

き
が

し
や

す
い

町
（

ど
れ

も
土

日
祝

休
み

、
身

近
な

場
所

で
手

続
き

が
で

き
る

）

便
利

な
ま

ち
・

高
齢

者
に

や
さ
し

い
道

路
の

町
・

歩
行

者
、

自
転

車
、

車
い

す
、

車
、

そ
れ

ぞ
れ

が
通

り
や

す
い

路
が

整
備

さ
れ

た
町

・
高

齢
者

が
使

い
や

す
い

ト
イ

レ
を

・
み

ち
の

段
差

が
な

い
よ

う
に

・
道

路
の

段
差

、
側

溝
の

段
差

を
な

く
し

て
ほ

し
い整

備
さ

れ
た

ま
ち

 
Ｄ
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・
近

隣
へ

の
声

か
け

・
普

段
か

ら
近

所
の

方
と

話
を

す
る

・
あ

い
さ

つ
が

し
あ

え
る

ま
ち

・
町

内
行

事
に

参
加

・
気

軽
に

声
か

け
し

て
い

き
た

い

・
あ

い
さ

つ
を

か
わ

す

・
子

ど
も

た
ち

へ
の

声
か

け

・
隣

近
所

と
の

ふ
れ

あ
い

を
多

く
す

る
。
井

戸
端

会
議

も

・
出

か
け

る
時

は
ち

ょ
っ

と
声

か
け

を
し

お
願

い
を

す
る

・
隣

の
人

と
の

つ
き

合
い

・
地

域
行

事
へ

の
参

加
を

呼
び

か
け

る

あ
い

さ
つ

・
声

か
け

の
心

で

・
高

齢
家

族
の

把
握

・
単

身
者

、
高

齢
者

世
帯

を
把

握
す

る

お
つ

き
あ

い
か

ら

・
自

分
の

わ
か

っ
て

い
る

こ
と

を

・
要

約
筆

記
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
長

く
続

け
て

き
た

。
そ

れ
を

活
か

し
て

聞
こ

え
な

い
方

た
ち

を
支

援
し

た
い

・
サ

ロ
ン

。
子

供
達

の
見

守
り

隊
を

続
け

て

い
き

た
い

・
野

菜
等

た
く

さ
ん

と
れ

た
時

は
お

す
そ

分
け

を
す

る

自
分

の
で

き
る

こ
と

か
ら

・
医

療
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
・

災
害

発
生

時
の

緊
急

連
絡

の
整

備

・
身

近
に

商
店

街
が

あ
る

ま
ず

は
関

心
を

も
つ

・
地

区
サ

ロ
ン

へ
お

誘
い

す
る

・
そ

れ
ぞ

れ
が

持
っ

て
い

る
得

意
な

こ
と

を

引
き

出
し

、
サ

ロ
ン

や
交

流
会

に
生

か
し

て
ゆ

く

・
カ

ラ
オ

ケ

・
子

供
会

、寿
会

の
方

々
と

交
流

を
行

う
（

公

園
の

草
取
り

、
花

植
栽

、
カ

レ
ー

会
）

・
町

内
会

活
動

を
活

性
す

る

・
お

年
寄

で
困

っ
て

い
る

こ
と

を
把

握
す

る
・

サ
ロ

ン
活

動
を

す
る

・
各

種
団

体
と

の
交

流
を

図
る

・
安

心
し

て
出

か
け

ら
れ

る
場

所
、

機
会

を

多
く

し
て
ほ

し
い

・
サ

ロ
ン

を
開

く

町
内

会
行

事
の

活
性

化

・
高

齢
者

名
簿

の
作

成

・
向

こ
う

三
軒

両
隣

り
と

の
付

き
合

い
方

を
考

え
る

・
ど

ん
な

人
が

住
ん

で
い

る
か

身
近

な
所

か
ら

知
る

・
障

害
者

の
把

握

・
声

か
け

す
る

仲
間

づ
く

り

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

仲
間

づ
く

り

・
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

・
地

域
力

を
活

用

・
高

齢
者

の
見

守
り

・
市

制
推

進
委

員
を

活
用

す
る

・
防

災
訓

練み
ん

な
で

見
守

り

・
広

報
誌

だ
け

で
は

伝
わ

ら
な

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
分

か
り

易
い
方

法
を

考
え

て

ほ
し

い

・
放

送
（

広
報

な
ど

）
が

聞
き

取
れ

る
よ

う

に
充

実

・
情

報
伝

達
方

法
の

充
実

を

・
情

報
を

伝
わ

り
易

く
し

て
ほ

し
い

。
広

報
誌

の
み

で
は

伝
わ

り
に

く
い

こ
と

も

情
報

伝
達

の
充

実
化

・
障

害
が

あ
る

人
、
困

っ
た

り
し

て
い

る
人

の
本

人
か

ら
の

要
望

を
把

握
し

て
ほ

し

い
・

道
路

、
施

設
の

整
備

・
目

の
不

自
由

な
方

、
耳

の
不

自
由

な
方

、

足
の

不
自

由
な

方
へ

の
配

慮
を

・
う

ら
道

へ
の

ゴ
ミ

回
収

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
支

援
を

・
サ

ロ
ン

活
動

を
支

援
す

る

細
や

か
な

支
援

・
高

齢
者

対
象

の
講

演
会

へ
要

約
筆

記
を

つ

け
て

ほ
し

い

・
高

齢
者

に
対

す
る

意
識

教
育

思
い

や
り

へ
の

教
育

・
緊

急
時

シ
ス

テ
ム

・
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
見

直
し

・
広

域
避

難
所

場
所

の
充

実

災
害

対
策

を

目
指

す
ま

ち
：

気
軽

に
ふ

れ
あ

え
る

ま
ち

個
人

安
心

し
て

で
か

け
ら

れ
る

ま
ち

便
利

な
ま

ち

災
害

に
強

い
ま

ち

地
域

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

や
行

政
な

ど

Ｄ
グ
ル
ー
プ
（第

２
回
目
）
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【ワークショップ参加者へのアンケート】 

 
①２日間のワークショップ 
全体についての感想 

②他のグループの発表を 
聞いて感じたこと等 

③そのほか意見等 

１ 
それぞれの立場のメンバーに会

えて楽しく作業ができました 

それぞれの表現は違っていても

どのグループも思っていること

は同じだと思った。 

高齢者にやさしいよりよい街づく

りに役立てばよいかと思います。

２ 良かったと思います。 参考になりました。 

結果をお聴きしたいと思います。

今後、ぜひ行政の計画に取り入れ

て頂きたいと思います。 

３ 
大変すばらしい意見を多々でて

いるので是非市政にいかしてほ

しいです。 

大体、主たるニーズが同じ様に感

じました。 
― 

４ 
地域の人とふれあえて良かった。市

の計画に関われることはうれしい 

地元に愛着があるんだと感じた。

地域のつながりが大切というこ

とは誰もがわかっているが、個人

情報について世間がうるさいの

でなかなかコミュニティがつく

りにくくなっていると感じた。 

今回の意見が数多く採用された

計画ができるとうれしいです。 

５ 
これからのサロン、民生の活動に

役立ちます。 

いがいにとても多くのことがわ

かりました。 

この会に出席できたことはとて

も勉強になり次の会にも出席し

たいです。 

６ 
２回目だけでしたが皆さん一生

懸命考えてしっかりと意見が出

されたと思います。 

皆同じような意見が出されたと

思います。一人ひとりが元気で何

かできる事をしよう、したいと思

っている。ここの会場にみえてい

るのだと思いました。 

私も元気でできる事をがんばろ

うと思います。 

７ 
いろいろな意見を聞くことがで

き本当によかった 

有償ボランティアについては初

めて耳にしたのでどういうもの

かもっと知りたい 

市政推進委員さんや各種団体を

取り込みながら地域活動に生か

していきたい 

８ 

分野の違う方たちの意見が聞け、

情報も入りました。意見をまとめ

ていく作業も楽しく行うことが

できました。 

同じ様な内容・意見が多かったと思

います。視点が少しずつ違い、なる

ほどと思うことがありました。 

提案された内容が行政に反映さ

れ、施策に盛り込まれるように願

っています。 

９ 
大体同意見が多く良い経験を持

つ事ができました。 
― ― 

10 
初めての経験で流れが最初にわ

からなかった。最後になって今後

の方向性がわかった。 

それぞれが真剣に住みよい街づ

くりのため考えているが行動で

きるところまでどうしたらいい

か考える必要がある 

合併後、どんどん大きな街になっ

ていくが、従来からあるいいとこ

ろは継続してほしい 

11 
町、市をよくしていきたい気持ち

が存分に表わせたと思います。 

タイトルはいろいろあるけど、み

なさん同じ様な考え、思いをもっ

て、実際に活動されていますね。

― 
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12 

１日目にたくさんの意見が出て、

それを発展させた具体的なもの

にするという作業がはじめは特

にむづかしく感じました。 

さまざまな意見があり、同意見だ

ったり、ちがった意見だったりで

したが、とても参考に（考え方の）

なりました。 

― 

13 

自分の考えをまとめる機会を得

た。自分がすむ町をどうなってほ

しいのか、自分が年とった時にど

んな生活をしたいか等考える機

会を得て良かった。 

この時期（状況）なのに、災害に

ついての町づくりの提案を自分

になかったことを、他のグループ

発表を聞いて反省した。 

このワークショップをカタチだけ

におわらせないでほしい。施策メン

バーの中にこの４つのグループか

ら数名は出させてほしい。住民の意

見をききましたというパフォーマ

ンスにおわらせないでください。 

14 
行政にはもう一歩踏み込んで地域

により沿ってほしいと思います。地

域は地域で頑張りますので。 

みなさん良く地域の事情をご存

知で、きめ細かい内容が多かった

と思います。 

「広報」「てとて（社協）」が置い

てあったら良かったと思います。

15 
多くの意見が出され、高齢化社会

に向けての思いは同じであるこ

とがよく分りました。 

参考になりました。 ― 

16 
皆さんの意見を聞いて参考にな

りました。グループの方々と話せ

た事が良かった。 

地域活動に取り入れて楽しい地域

づくりに心がけたいと思います。 
― 

17 

様々なアイディア提案について

行政がしっかり受け止めて頂き、

市民が安心・安全で誇れる町への

取り組みとして頂きたい 

専門知識をお持ちの方の話も聞

けてよかったです。 

社協とのかかわりもよく話し合

って、市としての施策として頂き

たい。 

18 
会場がちょっとせまい、隣の席の

声がするので全体で聞きづらい。 

みんなすごいと思いました。予想

以上に立派だと思います（意見）
― 

19 
いろいろなご意見をお伺いでき

ました。今後の地域活動に活かし

ていきたいと思います。 

健康面や便利さなど、普段の活動

（地域活動）ではあまり意識しな

かったことをお聞きできたのは

参考になると思います。 

市民の声を直接聞いていただけ

る機会を設けていただきありが

とうございました。こうした意見

をより多く設けてください。 

20 ２日目について時間がない。 

高齢者についての問題にしぼっ

てほしい。良い勉強をさせていた

だきました 

介護についての問題も取り上げ

てほしい。 

21 

他の方面もいろいろ活動してい

るので参考になります。初めての

参加でしたがいろいろ勉強にな

りました。 

いろいろな意見が出て参考にな

りました。言葉のあやはむつかし

いです。 

― 

22 

１日目にたくさんの意見が出て、

それを発展させた具体的なもの

にするという作業がはじめは特

にむづかしく感じました。 

さまざまな意見があり、同意見だ

ったり、ちがった意見だったりで

したが、とても参考に（考え方の）

なりました。 

― 

 

 



資 料 編 

３ 介護サービスの基礎データ 介護サービスの基礎データ 

（１）居宅サービスの利用状況 （１）居宅サービスの利用状況 

① 訪問介護・介護予防訪問介護 ① 訪問介護・介護予防訪問介護 

訪問介護は、訪問介護員（ホームヘルパー）等が家庭を訪問し、入浴・排泄・食

事などの介護や身のまわりの世話をするサービスです。 

訪問介護は、訪問介護員（ホームヘルパー）等が家庭を訪問し、入浴・排泄・食

事などの介護や身のまわりの世話をするサービスです。 

また、介護予防訪問介護は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果をより重

視したサービスを提供するものです。 

また、介護予防訪問介護は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果をより重

視したサービスを提供するものです。 

訪問介護の利用者数は、介護給付では横ばいで推移しており、予防給付は増加傾

向にあります。 

訪問介護の利用者数は、介護給付では横ばいで推移しており、予防給付は増加傾

向にあります。 

平成23年４月の利用者は371人、１人当たり平均給付費は44,000円となっています。 平成23年４月の利用者は371人、１人当たり平均給付費は44,000円となっています。 
  

図3.3 訪問介護の利用者数・給付費の推移 図3.3 訪問介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

  

図3.4 訪問介護の利用者数・回数・給付費 図3.4 訪問介護の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 70 - - 944.5 13.5 

要支援２ 85 - - 1,613.9 19.0 

要介護１ 63 640 10.2 1,856.3 29.5 

要介護２ 56 663 11.8 2,400.4 42.9 

要介護３ 27 755 28.0 2,300.3 85.2 

要介護４ 31 759 24.5 2,419.0 78.0 

要介護５ 39 1,591 40.8 4,771.9 122.4 

計 371 4,408 11.9 16,306.3 44.0 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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② 訪問入浴介護・介護予防訪問入浴介護 

訪問入浴介護は要介護認定者等の家庭を訪問し、浴槽搭載の入浴車等から家庭内

に浴槽を持ち込んで入浴介護を行うサービスです。 

また、介護予防訪問入浴介護は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果をよ

り重視したサービスを提供するものです。 

訪問入浴介護の利用者数は、介護給付では増加傾向にあり、予防給付での利用は

ありませんでした。 

平成23年４月の利用者は41人、１人当たり平均給付費は57,300円となっています。 

 

 

図3.5 訪問入浴介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.6 訪問入浴介護の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要支援２ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 2 12 6.0 135.0 67.5 

要介護２ 6 23 3.8 258.8 43.1 

要介護３ 8 43 5.4 494.0 61.8 

要介護４ 10 43 4.3 493.0 49.3 

要介護５ 15 86 5.7 969.6 64.6 

計 41 207 5.0 2,350.4 57.3 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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資 料 編 

③ 訪問看護・介護予防訪問看護 

訪問看護は、主治医の判断に基づき、看護師や保健師が家庭を訪問して療養上の

世話や必要な診療の補助を行うサービスです。 

また、介護予防訪問看護は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果をより重

視したサービスを提供するものです。 

訪問看護の利用者数は、介護給付では増加傾向にあり、予防給付では減少傾向に

あります。 

平成23年４月の利用者は79人、１人当たり平均給付費は54,500円となっています。 

 

図3.7 訪問看護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.8 訪問看護の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要支援２ 7 33 4.7 248.2 35.5 

要介護１ 7 30 4.3 230.1 32.9 

要介護２ 20 118 5.9 821.6 41.1 

要介護３ 10 65 6.5 450.3 45.0 

要介護４ 17 119 7.0 862.5 50.7 

要介護５ 18 211 11.7 1,696.6 94.3 

計 79 576 7.3 4,309.3 54.5 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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④ 訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション 

訪問リハビリテーションは、主治医の判断に基づき、理学療法士や作業療法士な

どが家庭を訪問して日常生活の自立を助けるための機能訓練を行うサービスです。

また介護予防訪問リハビリテーションは、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効

果をより重視したサービスを提供するものです。 

訪問リハビリテーションの利用者数は、介護給付では増加傾向にあり、予防給付

ではここ２年ありません。 

平成23年４月の利用者は23人、１人当たり平均給付費は29,200円となっています。 

 

図3.9 訪問リハビリテーションの利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.10 訪問リハビリテーションの利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要支援２ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 1 4 4.0 22.4 22.4 

要介護２ 5 30 6.0 167.9 33.6 

要介護３ 5 21 4.2 117.6 23.5 

要介護４ 7 42 6.0 230.2 32.9 

要介護５ 5 22 4.4 134.0 26.8 

計 23 119 5.2 672.1 29.2 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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資 料 編 

⑤ 居宅療養管理指導・介護予防居宅療養管理指導 

居宅療養管理指導は、医師、歯科医師、薬剤師などが家庭を訪問して療養上の管

理や指導を行うサービスです。 

また、介護予防居宅療養管理指導は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果

をより重視したサービスを提供するものです。 

居宅療養管理指導の利用者数は、介護給付では増加傾向にあり、予防給付では横

ばいで推移しています。 

平成23年４月の利用者は137人、１人当たり平均給付費は8,600円となっています。 

 

図3.11 居宅療養管理指導の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.12 居宅療養管理指導の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 6 10 1.7 61.7 10.3 

要支援２ 7 8 1.1 44.5 6.4 

要介護１ 22 37 1.7 220.1 10.0 

要介護２ 17 25 1.5 148.6 8.7 

要介護３ 24 31 1.3 175.2 7.3 

要介護４ 24 34 1.4 205.8 8.6 

要介護５ 37 55 1.5 318.2 8.6 

計 137 200 1.5 1,174.1 8.6 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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⑥ 通所介護・介護予防通所介護 

通所介護（デイサービス）は、デイサービスセンターで、入浴・排泄・食事など

の介護、その他の日常生活の世話や機能訓練を行うサービスです。 

また、介護予防通所介護は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果をより重

視したサービスを提供するものです。 

通所介護の利用者数は、介護給付・予防給付ともに増加傾向にあります。 

平成23年４月の利用者は621人、１人当たり平均給付費は68,500円となっています。 

 

図3.13 通所介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.14 通所介護の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 75 - - 1,663.8 22.2 

要支援２ 104 - - 4,302.3 41.4 

要介護１ 148 1,452 9.8 9,339.8 63.1 

要介護２ 128 1,336 10.4 10,078.3 78.7 

要介護３ 80 896 11.2 7,784.3 97.3 

要介護４ 52 546 10.5 5,276.5 101.5 

要介護５ 34 377 11.1 4,110.1 120.9 

計 621 4,607 7.4 42,555.1 68.5 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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⑦ 通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテーション 

通所リハビリテーションは、老人保健施設・病院などで心身の機能の維持回復や

日常生活の自立を助けるための機能訓練を行うサービスです。 

また、介護予防通所リハビリテーションは、「要支援１」「要支援２」を対象に予

防効果をより重視したサービスを提供するものです。 

通所リハビリテーションの利用者数は、介護給付では減少傾向にあり、予防給付

では横ばいで推移しています。 

平成23年４月の利用者は83人、１人当たり平均給付費は76,100円となっています。 

 

図3.15 通所リハビリテーションの利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.16 通所リハビリテーションの利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 5 - - 127.1 25.4 

要支援２ 12 - - 513.8 42.8 

要介護１ 13 123 9.5 874.2 67.2 

要介護２ 20 192 9.6 1,571.3 78.6 

要介護３ 16 163 10.2 1,667.0 104.2 

要介護４ 6 51 8.5 556.9 92.8 

要介護５ 11 76 6.9 1,005.7 91.4 

計 83 605 7.3 6,316.1 76.1 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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⑧ 短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護 

短期入所生活介護は、介護老人保健施設等に一時的に入所させ、機能訓練等の医

療や日常生活上の世話を行うサービスです。 

また、平成18年度からはじまった介護予防短期入所生活介護とは、「要支援１」「要

支援２」の人を対象として予防効果をより重視したサービスを提供するものです。 

短期入所生活介護の利用者数は、介護給付では横ばいで推移しており、予防給付

では減少傾向にあります。 

平成23年４月の利用者は172人、１人当たり平均給付費は86,300円となっています。 

 

図3.17 短期入所生活介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.18 短期入所生活介護の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 1 3 3.0 16.6 16.6 

要支援２ 2 9 4.5 60.2 30.1 

要介護１ 28 147 5.3 1,061.0 37.9 

要介護２ 37 395 10.7 2,891.3 78.1 

要介護３ 44 562 12.8 4,506.8 102.4 

要介護４ 39 467 12.0 4,109.1 105.4 

要介護５ 21 228 10.9 2,193.0 104.4 

計 172 1,811 10.5 14,837.9 86.3 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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⑨ 短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護 

短期入所療養介護は、要介護認定者等を一時的に特別養護老人ホーム等に入所さ

せ、日常生活上の世話や機能訓練を行い介護者の負担の軽減を図るサービスです。 

また、平成18年度からはじまった介護予防短期入所療養介護とは、「要支援１」「要

支援２」の人を対象として予防効果をより重視したサービスを提供するものです。 

短期入所療養介護の利用者数は、介護給付は横ばいで推移しており、予防給付で

はここ２年ありません。 

平成23年４月の利用者は４人、１人当たり平均給付費は117,400円となっています。 

 

図3.19 短期入所療養介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.20 短期入所療養介護の利用者数・回数・給付費 

 
利用人数 
（人） 

利用回数 
（回） 

１人当たり 
回数 

（回／人） 
給付費（千円） 

１人当たり 
給付費 

（千円／人）

要支援１ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要支援２ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 2 11 5.5 99.8 49.9 

要介護２ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要介護３ 0 0 0.0 0.0 0.0 

要介護４ 2 37 18.5 369.7 184.9 

要介護５ 0 0 0.0 0.0 0.0 

計 4 48 12.0 469.5 117.4 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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⑩ 特定施設入居者生活介護・介護予防特定施設入居者生活介護 

特定施設入居者生活介護は、有料老人ホームや軽費老人ホーム（ケアハウス）に

おいて特定施設サービス計画介護（施設ケアプランに相当）に沿って、入浴・排泄・

食事などの介護サービス、調理・洗濯・掃除などの家事援助サービス、生活や健康

に関する相談など、要介護認定者が日常生活を送るにあたって必要なサービスを提

供します。 

また、介護予防特定施設入居者生活介護は、「要支援１」「要支援２」の人を対象

に予防効果をより重視したサービスを提供するものです。 

特定施設入居者生活介護の利用者数は、介護給付、予防給付ともに横ばいで推移

しています。 

平成23年４月の利用者は52人、１人当たり平均給付費は161,100円となっています。 

 

図3.21 特定施設入居者生活介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.22 特定施設入居者生活介護の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要支援１ 7 365.6 52.2 

要支援２ 4 448.4 112.1 

要介護１ 17 2,659.5 156.4 

要介護２ 5 901.4 180.3 

要介護３ 7 1,289.9 184.3 

要介護４ 7 1,502.0 214.6 

要介護５ 5 1,209.2 241.8 

計 52 8,376.0 161.1 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 

 

 

108 



資 料 編 

⑪ 福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与 

福祉用具貸与は、要介護認定者等の日常生活上の自立を助ける用具や機能訓練の

ための用具、福祉用具を貸与するサービスです。 

また、介護予防福祉用具貸与は、「要支援１」「要支援２」を対象に予防効果をよ

り重視した福祉用具を貸与するものです。貸与の対象となる品目は、厚生労働大臣

が定めることになっており、車いす、介護用ベッドなど計12品目あります。 

福祉用具貸与の利用者数は、介護給付・予防給付ともに増加傾向にあります。 

平成23年４月の利用者は484人、１人当たり平均給付費は12,400円となっています。 

 

図3.23 福祉用具貸与の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.24 福祉用具貸与の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要支援１ 31 163.3 5.3 

要支援２ 57 330.6 5.8 

要介護１ 51 394.7 7.7 

要介護２ 109 1,258.0 11.5 

要介護３ 89 1,191.9 13.4 

要介護４ 77 1,304.2 16.9 

要介護５ 70 1,360.4 19.4 

計 484 6,003.1 12.4 

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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（２）地域密着型サービスの利用状況 

① 認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護 

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）は、比較的軽度の認知症の要介護

認定者が、共同生活を営みながら入浴、排泄・食事などの介護、その他の日常生活

の世話や機能訓練を受けるサービスです。 

認知症対応型共同生活介護の利用者数は、介護給付・予防給付ともにここ２年あ

りません。 

平成23年４月の利用者は24人、１人当たり平均給付費は239,300円となっています。 

 

図3.25 認知症対応型共同生活介護の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.26 認知症対応型共同生活介護の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要支援１ 0 0.0 0.0  

要支援２ 0 0.0 0.0  

要介護１ 5 1,176.9 235.4  

要介護２ 6 1,410.2 235.0  

要介護３ 7 1,683.5 240.5  

要介護４ 4 975.2 243.8  

要介護５ 2 498.2 249.1  

計 24 5,744.0 239.3  

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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（３）居宅介護支援の利用状況 

① 居宅介護支援・介護予防支援 

居宅介護支援は、在宅サービス等を適切に利用できるように、ケアマネジャーが

心身の状況や環境、本人や家族の希望を受けて、利用するサービスの種類・内容等

の計画を作成するとともに、サービス提供確保のため事業者等と連絡調整を行い、

介護保険施設入所が必要な場合には施設への紹介等を行うサービスです。 

また、介護予防支援は介護予防サービスを提供するための予防計画の作成を行う

サービスです。 

居宅介護支援の利用者数は、介護給付・予防給付ともに増加傾向にあります。 

平成23年４月の利用者は1,030人、１人当たり平均給付費は3,800円となっています。 

 

図3.27 居宅介護支援の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.28 居宅介護支援の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要支援１ 151 585.0 3.9  

要支援２ 178 721.0 4.1  

要介護１ 196 634.2 3.2  

要介護２ 204 800.5 3.9  

要介護３ 128 633.8 5.0  

要介護４ 95 314.6 3.3  

要介護５ 78 266.3 3.4  

計 1,030 3,955.4 3.8  

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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（４）施設サービスの利用状況 

① 介護老人福祉施設 

介護老人福祉施設は、要介護認定者の自宅復帰を念頭に置きつつ、施設サービス

計画（施設ケアプラン）に基づき、入浴や排泄・食事・相談など日常生活上の介護、

機能訓練、療養上の世話を行う施設サービスです。介護保険下で施設サービスを提

供する３施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）の中

で、最も生活上の介護を重視している施設です。 

介護老人福祉施設の利用者数は横ばいで推移しています。 

平成23年４月の利用者は236人、１人当たり平均給付費は246,600円となっています。 

 

図3.29 介護老人福祉施設の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.30 介護老人福祉施設の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要介護１ 4 795.9 199.0  

要介護２ 18 3,895.8 216.4  

要介護３ 58 13,083.5 225.6  

要介護４ 83 20,761.3 250.1  

要介護５ 73 19,668.6 269.4  

計 236 58,205.2 246.6  

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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② 介護老人保健施設 

介護老人保健施設は、病状が安定している高齢者が、在宅復帰を目指し看護・介

護サービスを中心とした医療ケア・リハビリテーション・生活支援を受ける施設サ

ービスです。介護保険における施設サービスにはこのほか、生活介護を行う介護老

人福祉施設と、医学的管理下での療養を中心に行う介護療養型医療施設があります。

介護老人保健施設は両者の中間的な機能を持ちます。 

介護老人保健施設の利用者数は増加傾向にあります。 

平成23年４月の利用者は103人、１人当たり平均給付費は244,200円となっていま

す。 

 

図3.31 介護老人保健施設の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.32 介護老人保健施設の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要介護１ 11 2,442.8 222.1  

要介護２ 20 4,612.9 230.6  

要介護３ 25 6,566.3 262.7  

要介護４ 27 6,593.4 244.2  

要介護５ 20 4,933.0 246.7  

計 103 25,148.5 244.2  

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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③ 介護療養型医療施設 

介護療養型医療施設とは、長期療養を必要とする要介護認定者に対して、療養上

の管理、看護、医学的管理のもとでの介護、機能訓練などを提供する施設サービス

です。この施設は県医療費適性化計画に基づいて平成23年度までの利用となり、介

護老人保健施設等の他施設への転換が求められています。 

介護療養型医療施設の利用者数は横ばいで推移しています。 

平成23年４月の利用者は70人、１人当たり平均給付費は330,700円となっています。 

 

図3.33 介護療養型医療施設の利用者数・給付費の推移 
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資料：給付実績情報（各年10月時点、Ｈ23のみ４月時点） 

 

図3.34 介護療養型医療施設の利用者数・給付費 

 利用人数（人） 給付費（千円） 
１人当たり給付費 

（千円／人） 

要介護１ 1 213.0 213.0  

要介護２ 2 485.5 242.7  

要介護３ 2 614.0 307.0  

要介護４ 25 7,876.7 315.1  

要介護５ 40 13,960.3 349.0  

計 70 23,149.4 330.7  

資料：給付実績情報（平成23年４月時点） 
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４ 市民アンケートの結果 市民アンケートの結果 

【調査実施状況】 【調査実施状況】 

調査の種類 調査対象者 調査件数 回収件数 

１ 日常生活圏域ニーズ調査 
無作為抽出による65歳
以上の高齢者（記名式）
※認定者は、除く 

4,000件 
2,796件

回収率70％

２ 要支援・要介護認定者用調査 要支援・要介護認定者 1,200件 
644件

回収率54％

３ 事業所用調査 市内のサービス事業者 37件 
20件

回収率54％

 

① 日常生活圏域ニーズ調査結果まとめ 

ａ）宛名のご本人について 

【 性別 】 

46.9 52.8

0% 25% 50% 75% 100%

   全域

 n=2,794

  

 

 

 男性 女性

 

【 年齢階層 】 

21.6 23.9 20.8 20.7 12.8

0% 25% 50% 75% 100%

   全域

 n=2,794

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

  

 

 

 

 

 

ｂ）家族構成について 

高齢者のいる家族構成について、「一人暮らし」世帯は13.6％、「二人暮らし（配

偶者と二人暮らし）」世帯は25.5％、「二人暮らし（配偶者以外と二人暮らし）」世

帯は5.3％となっている。 

【 高齢者のいる家族構成 】 

  

5.3 44.513.6 25.5 11.1

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者

 n=2,794人

一人暮らし 配偶者と
二人暮らし

配偶者以外と
二人暮らし

その他 判定できず
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ｃ）住まいの状況について 

住まいについて、全体では「持家」が84.5％と最も多くなっているが、一人暮

らし世帯で「持家」は66.1％、「民間賃貸住宅」「借間」等が29.9％となっている。 

 

ｄ）暮らしの状況について 

現在の暮らしの状況について、苦しい（「苦しい」＋「やや苦しい」）と感じて

いる家庭は53.0％、次いでゆとりがある（「ややゆとりがある」＋「ゆとりがある」）

と感じている家庭は42.4％となっている。 

 

ｅ）閉じこもりリスクのある方の状況について 

閉じこもりリスクのある方の割合は、全体平均で7.6％（男性6.4％、女性8.7％）

となっており、女性が多く、年齢が高いほど多くなっている。 

世帯構成では「配偶者以外と二人暮らし」が多くなっている。 

 

【 閉じこもりリスクのある方の割合（性別・年齢階層別）】 

全
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【 閉じこもりリスクのある方の割合（世帯構成別）】 

全体平均

全体平均
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ｆ）転倒リスクのある方の状況について 

転倒リスクのある方の割合は全体平均で27.3％（男性22.1％、女性31.9％）と

なっており、ほとんどの年代で女性が男性を上回っている。 

 

ｇ）低栄養リスクのある方の状況について 

低栄養リスクのある方の割合は全体平均で1.7％（男性1.8％、女性1.6％）とな

っており、該当者が年齢とともに多くなっている。 

 

ｈ）口腔機能リスクのある方の状況について 

口腔機能リスクのある方の割合は、全体平均で22.8％（男性23.5％、女性22.2％）

となっている。 

世帯構成では「配偶者以外と二人暮らし」が32.4％で最も多くなっている。 

 

ｉ）物忘れリスクのある方の状況について 

物忘れリスクのある方の割合は、全体平均で39.2％（男性40.3％、女性38.2％）

となっており、男性の方がやや高い傾向がみられ、年齢が高いほど多くなってい

る。 

 

【 物忘れリスクのある方の割合（性別・年齢階層別）】 

全

域

40.3

38.2

32.6

33.4

41.2

42.6

52.4

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=1,311

女性 n=1,475

65～69歳 n=604

70～74歳 n=667

75～79歳 n=580

80～84歳 n=578

85歳以上 n=357

  全体平均

 

 

 

 

 

 

 

 

【 物忘れリスクのある方の割合（世帯構成別）】 

全

域

33.3

37.2

35.8

40.6

0% 25% 50% 75% 100%

一人暮らし

     n=378

配偶者と二人暮らし

             n=709

配偶者以外と二人暮らし

                 n=148

 その他

n=1,240

  全体平均

 

 

 

 

 

 



 

ｊ）認知機能障がい該当者の状況について 

認知機能障がい該当者の割合は、全体平均で2.2％（男性2.4％、女性2.0％）と

なっており、年齢とともに該当者が多くなっている。 

※認知機能とは、五感を通じて外部から入ってきた情報から、物事や自分の置かれている状況を認
識したり、問題解決のために考えたりといった、知的機能のこと。 

 

ｋ）生活機能（手段的自立度）低下者の割合について 

生活機能（手段的自立度）低下者の割合は、全体平均で6.6％（男性6.1％、女

性7.1％）となっている。 

リスク要因別でみると「交通機関での移動困難」では、特に85歳以上の女性が

多く、「食事の用意困難」ではどの年代も男性が女性を上回っている。 

※手段的自立度とは、交通機関の利用や電話の応対、買物、食事の支度、家事、洗濯、服薬管理、
金銭管理など、活動的な日常生活をおくるための動作の能力のこと。） 

 

ｌ）生活機能（知的能動性）低下者の割合について 

生活機能（知的能動性）低下者の割合は、全体平均で31.4％（男性31.4％、女

性31.5％）となっており、年齢が高いほど多くなっている。 

リスク要因別でみると「本・雑誌を読まない」「年金などの書類が書けない」な

ど、年齢の高い女性が多く男性より多くなっている。 

※知的能動性とは、役所の書類を書く、新聞や本などの読書、健康情報への関心など、余暇や創作
など生活を楽しむ能力のこと。 

 

ｍ）生活機能（社会的役割）低下者の割合について 

生活機能（社会的役割）低下者の割合は、全体平均で47.4％（男性51.8％、女

性43.6％）となっている。 

リスク要因別でみると、「友人宅の訪問なし」は年齢が高くなるほど多くなって

いる。 

※社会的役割とは、主に友人宅への訪問、他人の相談、見舞いなど、地域で社会的な役割をはたす
能力のこと。 

 

ｎ）日常生活動作（ＡＤＬ）低下者の割合について 

日常生活動作（ＡＤＬ）低下者の割合は、全体平均で0.3％（男性0.2％、女性

0.3％）となっており、年齢とともに多くなっている。 
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ｏ）うつリスクのある方の状況について 

うつリスクのある方の割合は、全体平均で31.3％（男性31.2％、女性31.5％）

となっている。 

リスク要因別でみると、85歳以上で「おっくうに感じる」「無力感あり」「理由

のない疲労感」が多くなっている。 

 

【 うつリスクのある方の割合（性別・年齢階層別）】 

全

域

31.2

31.5

21.5

22.0

32.2

41.7

47.1

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=1,311

女性 n=1,475

65～69歳 n=604

70～74歳 n=667

75～79歳 n=580

80～84歳 n=578

85歳以上 n=357

  全体平均

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【 うつリスクのある方の割合（世帯構成別）】 

全

域

32.5

26.9

35.1

31.0

0% 25% 50% 75% 100%

一人暮らし

     n=378

配偶者と二人暮らし

             n=709

配偶者以外と二人暮らし

                 n=148

 その他

n=1,240

  全体平均

 

 

 

 

 

 

 



 

ｐ）地域活動への参加状況について 

地域活動への参加割合は、全体平均で55.4％となっており、男性が多く、年齢

が高いほど少なくなっている。 

地域活動の内容は、「自治会・町内会」が28.8％、「老人クラブ」が21.8％、「祭

り・行事」が20.2％となっている。 

【 地域活動の内容 】 

  

20.2

28.8

16.7

21.8

9.4

5.0

36.7

7.8

0% 25% 50% 75% 100%

一般

n=2,794人

 

  

 

 

 

 

 

 

 

祭り・行事 

自治会・町内会 

サークル・自主グループ（住民グループ） 

老人クラブ 

ボランティア活動 

その他 

参加していない 

無回答 

 

 

【 地域活動への参加割合（地区別・性別・年齢階層別）】 

全

域

56.7

54.4

59.8

61.9

56.4

51.0

42.0

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=1,311

女性 n=1,475

65～69歳 n=604

70～74歳 n=667

75～79歳 n=580

80～84歳 n=578

85歳以上 n=357

  

 

全体平均
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ｑ）不安や心配時の相談状況について 

困りごとを相談しない割合は、全体平均で9.7％となっており、男性が多くなっ

ている。 

【 困りごとを相談しない割合（性別・年齢階層別）】 

全

域

13.4

6.5

9.9

9.0

10.2

10.0

9.8

0% 25% 50% 75% 100%

男性 n=1,311

女性 n=1,475

65～69歳 n=604

70～74歳 n=667

75～79歳 n=580

80～84歳 n=578

85歳以上 n=357

  全体平均

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 困りごとを相談しない割合（世帯構成別）】 

全

域

11.6

8.0

7.4

9.8

0% 25% 50% 75% 100%

一人暮らし

     n=378

配偶者と二人暮らし

             n=709

配偶者以外と二人暮らし

                 n=148

 その他

n=1,240

  全体平均

 

 

 

 

 

 
 
 



 

ｒ）現在治療中の病気の有無について 

高齢者の現病保有の割合は、全体平均で82.6％と大変高く、年齢が高いほど多

くなっている。 

また、病名では「高血圧」が最も多く、「心臓病」「胃腸・肝臓・胆のうの病気」

「目の病気」は年齢が高いほど多くなっている。「腎臓・前立腺の病気」は男性が

多く、「筋骨格の病気」「目の病気」は女性が多い状況となっている。 

 

ｓ）ご家族や生活状況について 

障害者手帳の所持については、持っていると回答したのは6.1％だった。 

 

ｔ）健康について 

心身への影響に関する問いで、気分が沈む・憂うつの有無については11.5％、

生活のリズムの乱れの有無では10.8％、ひどく困る・つらいと思うことの有無で

は14.4％の方が「はい」と回答している。 

認知症の方が安心して暮らすために必要なことは、「認知症に対する理解が進む

こと」が47.3％、「認知症の高齢者をもつ家族のための支援が広がること」が44.4％

となっている。 

【 認知症の方が暮らすために必要なことについて 】 

  

47.3

38.2

28.5

31.5

44.4

2.1

22.8

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者

  n=2,794人

 

  

 

 

 

 

 

 

認知症に対する理解が進むこと 

認知症に関する相談の場が充実すること 

地域で見守るネットワークがあること 

認知症サポーターなどの支援者が増えること 

認知症の高齢者をもつ家族のための支援が広がること

その他 

無回答 

 

閉じこもりや孤立死などの問題解決に必要なことについては、「近隣・地域によ

る見守り」が40.2％と、ひとり暮らしの高齢者の存在とその近くにいる地域への

周知と見守り体制（「地域でのサロン（集まり）の充実」が26.6％、「緊急通報シ

ステムなど緊急時の備え」が10.4％）が必要とされている。 
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【 閉じこもりや孤独死などの問題についての考え 】 

  

10.4 5.5 15.626.6 40.2

1.7

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者

 n=2,794人

地域でのサロン
（集まり）の充実

近隣・地域による
見守り

緊急通報システム
など緊急時の備え

電話や窓口での
相談

その他 無回答 

 

 

 

 

ｕ）地域包括支援センター・健康づくりについて 

「地域包括支援センター」の認知度は、半数以上が「知らない」状況となって

いる。 

【 地域包括支援センターの認知度 】 

  

52.6

3.1

36.7 7.6

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者

 n=2,794人

利用したことがある 名前だけは知っている 知らない 無回答

 

 

 

 

健康や介護予防に関する講座などの参加した状況では、「健康づくりに関する講

座」が20.5％、「介護予防に関する講座・講演会など」が8.4％となっている。 

自分の身体を丈夫にし、張りのある生活を送るための取り組みへの興味の有無

について、興味があるものについては「足腰を強くするための取り組みをしてみ

たい」が60.8％、「気のあった人たちと仲間つくりをしてみたい」が52.0％、「認

知症予防のために脳機能を高める取り組みをしてみたい」が46.0％となっている。 

また、興味が無いものについては、「噛んだり、飲んだりする状態を高める取り

組みをしてみたい」が36.3％、「栄養状態の改善のための取り組みをしてみたい」

が31.7％となっている。 

【 張りのある生活を送るための取り組みへの興味の有無 】 

  一般高齢者

n=2,794人

29.5

34.9

46.0

52.0

19.3 19.9

34.2

33.4

29.5

27.1

60.8

20.9

24.6

36.3

31.7

0% 25% 50% 75% 100%

はい いいえ 無回答 

 

 
足腰を強くするための取り組みをし
てみたい 

 

 

 

 

 

噛んだり、飲んだりする状態を高め
る取り組みをしてみたい 

栄養状態の改善のための取り組み
をしてみたい 

認知症予防のために脳機能を高め
る取り組みをしてみたい 

気のあった人たちと仲間つくりをして
みたい 

 



 

ｖ）サービスの利用について 

介護保険のサービスと保険料のバランスについては、「介護サービスは現状維持し、

介護保険料が上がることはできる限り抑えるべき」が７割と多く、現状のサービス内 

容で介護保険料が抑えられることへの希望が多い状況となっている。 

また、今後のサービス希望の上位５位までの順位では、１位「緊急時の通報システ

ムの設置」が35.2％、２位「通院のための交通手段の支援」が29.1％、３位「近所で

気軽に集える憩いの場」が23.0％と、全体的に高齢者のひとり暮らしや二人暮らしの

緊急時などの対応策のサービスや地域で触れ合える場を求めている。 
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②要介護認定者調査結果まとめ 

ａ）回答記入者（回収数644件、回収率53.7％） 

「介護者」が42.1％、「本人」が29.7％、「介護者以外の家族」が14.6％となっ

ている。 

「男性」が32.3％、「女性」が65.3％で女性が多く、年齢では「85歳以上」が37.8％

と後期高齢者が多くなっている。 

 

ｂ）本人の状況について 

項目 内容 

性別 「女性」が65.3％、「男性」が32.3％ 

年齢 
「85歳以上」が37.8％、「80～84歳」が25.2％、「75～79
歳」が16.8％ 

住まいの地区 
「清洲地区」が28.9％、「西枇杷島地区」が28.0％、「新
川地区」が23.2％、「春日地区」が18.4％ 

世帯状況（家族構成） 
「二世代同居世帯」が28.1％、「二人暮らし世帯（配偶
者が65歳以上）」が23.0％、「ひとり暮らし世帯」が18.4％

要介護度 
（平成23年６月１日現在）

「要支援２」が16.5％、「要支援１」が14.0％、「要介護
３」が13.7％ 

 

要支援１・要支援２の方で、今後、状態が悪くならないためにしていることで

は、「毎日、新聞を読む等新しい情報を得るようにしている」が49.5％、「体力が

衰えないように栄養バランスに気をつけて食事をとっている」が46.9％、「毎食後、

歯みがきや入れ歯の手入れをしている」が42.3％となっている。 

介護を必要とする状態から経過した期間では、「４年以上」が41.5％、「１年未

満」と「２年以上３年未満」が約15.0％となっている。 

 

ｃ）介護、保健、福祉サービスについて 

要支援・要介護認定者で介護サービスを利用している方は63.3％（643人中）と

なっており、そのうち介護サービス利用後の身体状態では、「変わらない」が34.9％、

「やや良くなった」が28.7％、「悪くなった」が10.6％となっている。 

 

要支援・要介護認定者で介護サービスを利用していない方が30.6％（643人中）

となっており、そのうち介護サービスを利用していない理由では、「今のところ自

分で何とかできるから」が47.2％、「家族による介護で何とかやっていけるから」

が25.9％、「病院に入院しているから」が16.8％と、介護サービスを利用していな

い方のうち、家族や自分だけで対応している方が多い状況となっている。 
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介護保険のサービスと保険料のバランスについては、「介護サービスは現状維持

し、介護保険料が上がることはできる限り抑えるべき」が68.4％で、現状のサー

ビス内容で保険料が抑えられることを希望としている状況となっている。また、

今後、介護サービスの利用の考えは、「今のままでよい」が46.8％、「限度額の範

囲内で増やしたい」が19.1％と、サービスの利用の現状を維持する傾向がみえる。 

  

また、「限度額を超えても増やしたい」（4.0％）「限度額の範囲内で増やしたい」

（19.1％）の方のうち、介護サービスの利用を増やしたい理由では、「介護者の負

担を軽減したいから」が46.3％、「現在の生活に不自由を感じるから」が24.8％と

介護者の負担や生活への負担の軽減を期待している。 

 

今後、介護サービスの利用を減らしたい（19.1％）方のうち、その理由では、

「介護サービス利用料の負担が大きいから」が50.0％、「家族で介護できるから」

「期待したほど質的にも、量的にも介護サービスが得られないから」が25.0％と

利用負担が大きな理由になっている。 

 

また、今後受けたい介護サービスについて、「自宅で、介護サービス等を利用し

ながら介護をしてもらいたい」が48.4％、「特別養護老人ホームや介護老人保健施

設等の施設に入りたい」が19.6％、「自宅で、家族に介護をしてもらいたい」が

12.1％と自宅で何らかの形での介護を希望している方は約６割いる状況となって

いる。 

 

「地域包括支援センター」の認知度は、「知らない」が31.4％、「利用したこと

がある」が28.1％、「名前だけは知っている」が26.1％と実際に利用したことのあ

る方は少ない状況となっている。 

 

【今後受けたい介護について】 

 

19.6 3.8 8.512.1 48.4

3.0

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=496人

自宅で、家族に介護をしてもらいたい

自宅で、介護サービス等を利用しながら介護をしてもらいたい

特別養護老人ホームや介護老人保健施設等の施設に入りたい

費用が高くても環境や設備の良い有料老人ホームで介護を受けたい

病院に入院したい

その他

無回答
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ｄ）施設等の入所申込み状況について 

全域で施設等への入所申し込みをしている方が16.2％となっている。 

 

【 施設等への入所申し込みの有無 】 

  

20.516.2 63.3

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=643人

している していない 無回答

 

 

 

 

申し込みをしている方のうち、入所申込み施設については、「介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）」が76.0％、「介護老人保健施設（老人保健施設）」が10.6％

となっている。 

【 入所申込み施設について 】 

7.776.0 10.6

3.8 2.9

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=104人

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）

介護老人保健施設
（老人保健施設）

介護療養型医療施設 認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

特定施設入居者生活介護施設
（有料老人ホーム・ケアハウス）

無回答

  

 

 

 

 

 

 

 

申込み経過期間では、「６か月未満」の割合順にみると、「認知症対応型共同生

活介護（グループホーム）」が33.3％、「介護老人保健施設（老人保健施設）」が27.3％

となっている。 

「３年以上」の割合順にみると、「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」

が33.3％、「介護療養型医療施設」が25.0％となっている。 
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【 申込み経過期間 】 

 

27.3

25.0

33.3

20.0

17.7 22.8

9.1

33.3

40.0

13.9

18.2

25.0

17.7

18.2

25.0

33.3

20.0

25.3

25.0

18.2

2.5

9.1

20.0

0% 25% 50% 75% 100%

６か月未満 １年未満
６か月以上

２年未満
１年以上

３年未満
２年以上

３年以上 無回答

認定者

n=79人

n=11人

n= 4人

n=　3人

n=　5人

  

 

 
介護老人福祉施設 
（特別養護老人ホーム） 

 

 

 

 

 

介護老人保健施設 
（老人保健施設） 

介護療養型医療施設 

認知症対応型共同生活介護 
（グループホーム） 

特定施設入居者生活介護施設 
（有料老人ホーム・ケアハウス） 

 

 

※「介護療養型医療施設：２年未満1年以上」「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）：１年未
満６か月以上」「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）：３年未満２年以上」「特定施設入居
者生活介護施設（有料老人ホーム・ケアハウス）：１年未満６か月以上」「特定施設入居者生活介護
施設（有料老人ホーム・ケアハウス）：３年未満２年以上」は、回答がありませんでした。 

 

施設入所を希望する理由では、「家族に迷惑をかけたくないから」が37.0％、「家

族はいるが十分に介護が受けられないから」が27.4％、「介護する家族がいないか

ら」が22.2％となっている。 

【 施設入所を希望する理由 】 

  

7.4

22.2

27.4

14.8

37.0

4.4

10.4

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=135人

 
  

 

 

 

 

 

 

 

住居の都合で介護が受けられないから 

介護する家族がいないから 

家族はいるが十分に介護が受けられないから 

24時間の介護が必要だから 

家族に迷惑をかけたくないから 

その他 

無回答 

 

 

ｅ）主に介護している方について 

日常、主に介護している方は、本人から見て「子ども、またはその配偶者」が

34.7％、「本人の配偶者」が22.2％となっている。そのうち、「女性」が73.5％、

「男性」が26.0％となっている。 
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年齢層では「40歳～64歳」が46.3％、「75歳以上」が26.7％、「65歳～74歳」が

24.7％で、介護者像として多いのは、子どもまたはその配偶者か本人の配偶者で

40歳～64歳または75歳以上の女性となっている。 

主に介護している方の健康状態は、よい（「大変よい」「まあよい」）が64.2％、

よくない（「あまりよくない」「よくない」）が31.1％となっている。 

 

【 介護者の健康状態 】 

  

26.24.6 59.6 6.9

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=389人

大変よい まあよい あまりよくない よくない 無回答

 

 

 

 

介護者で就労していない方は62.7％、就労している方は35.5％と、就労してい

ない方が半数以上となっている。 

介護者が、介護サービスを利用したい時間帯で多いのは、「午前（午前８時～午

後12時）」と、「午後（午後12時～午後４時）」がそれぞれ半数近く、日中の時間帯

の希望が多い状況となっている。 

 

本人が認知症である方が44.2％となっている。そのうち在宅で介護し続けるた

めに必要なことは、「ショートステイ・介護サービスの充実」が78.8％、「認知症

サポーターによる声かけ」が22.6％と、介護サービスの利用を望んでいる。 

介護する上で困っていることでは、「心身の負担が大きい」が47.6％、「旅行な

どリフレッシュできる時間がない」が41.6％と日ごろの心身への負担が大きいこ

とがわかる。 

【 介護する上で困っていること 】 

  

23.1

7.7

7.5

47.6

6.9

41.6

11.8

13.1

4.6

8.5

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=389人

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にない 

介護の方法がわからない 

もっと在宅サービスを利用したい 

心身の負担が大きい 

家族や隣人などの理解が足らない 

旅行などリフレッシュできる時間がない 

介護をする十分な時間がない 

介護される人との人間関係 

その他 

無回答 
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また、困った時の相談先では、「介護支援専門員（ケアマネジャー）」が55.3％、

「家族・親族」が53.7％と多い状況となっている。 

介護サービスを利用することで、利用する前より介護の負担感が以前より身体

的に軽くなった、精神的に軽くなったが約半数となっている一方で、利用する以

前より経済的に重くなったが28.2％となっており、身体的・精神的に軽くなる方

が多くなると同時に、経済的な負担感が多くなる状況となっている。 

 

【 介護で困ったときに相談するところ 】 

  

53.7

0.8

15.4

6.2

55.3

1.5

5.4

2.8

24.2

1.0

6.2

2.6

1.8

3.6

3.3

5.9

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=389人

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族・親族 

介護者のつどい 

友人・知人 

近所の人 

介護支援専門員（ケアマネジャー） 

民生委員 

市の福祉相談窓口 

介護保険サービス事業者 

病院・医院 

保健センター 

地域包括支援センター 

薬局、介護用品店 

その他 

相談する相手がいない 

相談先がわからない 

無回答 
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介護が必要になったときの希望では、「自宅で、家族の介護の負担は極力少なく

し、介護サービス等を利用しながら介護をしてもらいたい」が33.7％、「特別養護

老人ホームや介護老人保健施設等の施設に入りたい」が27.8％、「自宅で、家族と

共に介護サービス等を利用しながら介護をしてもらいたい」が15.7％となってい

る。 

【 介護が必要になったときの希望 】 

 

33.7 4.9 3.9 4.46.2 15.7 27.8 3.6

0% 25% 50% 75% 100%

認定者

n=389人

自宅で、家族だけで介護をして
もらいたい

自宅で、家族と共に介護サービス等
を利用しながら介護をしてもらいたい

自宅で、家族の介護の負担は極力
少なくし、介護サービス等を利用
しながら介護をしてもらいたい

特別養護老人ホームや介護老人
保健施設等の施設に入りたい

費用が高くても、環境や設備の
良い有料老人ホーム等で介護を
受けたい

病院に入院したい

その他 無回答

  

 

 

 

 

 

 

 

 

③事業者調査結果まとめ 

ａ）サービス提供状況等について 

事業所の設置者では、回答件数20事業所中、「株式会社・有限会社」が７件

（35.0％）、「社会福祉法人」が５件（25.0％）、「医療法人」が４件（20.0％）と

なっている。 

サービス提供状況等では、「通所介護（デイサービス）」が８件（40.0％）、「訪

問介護（ホームヘルパー）」が６件（30.0％）・訪問看護、訪問リハビリテーショ

ン・通所リハビリテーション・短期入所（ショートステイ）・施設等のそれぞれが

２件（10.0％）、訪問入浴介護・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）・

夜間対応型訪問介護がそれぞれ１件（5.0％）となっている。 

現在困っていることについて多いのは、「従事者の確保」が９件（45.0％）、「利

用者の確保」が８件（40.0％）、「従事者の資質向上」が７件（35.0％）となって

いる。 
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【 現在困っていることについて 】 
  

5.0

45.0

40.0

30.0

15.0

0.0

35.0

20.0

10.0

15.0

5.0

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

事業所
n=20人

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にない 

従事者の確保 

利用者の確保 

事務量が多い 

施設・設備の改善 

必要な情報の入手 

従事者の資質向上 

利用者や家族の無理解 

市・県（行政）との連携 

医療との連携 

同業者との連携、情報交流 

人員基準のクリア、維持 

設備基準のクリア、維持 

運営基準のクリア 

その他 

無回答 

 

ｂ）対応が困難な利用者について 

対応が困難な利用者については、「制度やルールを理解しないで身勝手な行動や

言動のある利用者」が75.0％、「認知症の利用者」「苦情が多い利用者」が35.0％

となっています。 

【対応が困難な利用者の有無】 

 

35.0

5.0

20.0

0.0

0.0

35.0

0.0

75.0

20.0

5.0

0% 25% 50% 75% 100%

事業所

n=20人

 

  
認知症の利用者 

じょく瘡のある利用者 

感染症の利用者 

経管栄養が必要な利用者 

カテーテルを使用している利用者 

苦情が多い利用者 

他の利用者と交流しない利用者 

制度やルールを理解しないで身勝手な行動
や言動のある利用者 

その他 

無回答 
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ｃ）今後のサービス提供について 

今後のサービス提供について、障害者へのサービス提供では、「同じ事業所でで

きるなら実施したいと考えている」「まだわからない」がそれぞれ８件（40.0％）

となっている。また、「実施中または実施予定(具体化している)」の割合順にみる

と、「夜間対応型訪問介護」「地域支援事業の介護予防事業の受託（一般高齢者）」

が２件（10.0％）となっており、「検討中」の割合順にみると、「小規模多機能型

居宅介護」が３件（15.0％）、「認知症対応型通所介護」が２件（10.0％）となっ

ている。 

「実施しない」の割合順にみると、「小規模多機能型居宅介護」が11件（55.0％）、

「認知症対応型通所介護」「認知症対応型共同生活介護（グループホーム）」「地域

密着型特定施設入居者生活介護」「地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護」

がそれぞれ10件（50.0％）となっている。 

 

【サービスについて】 

  事業所 n=20人

5.0

5.0

5.0

5.0

45.0

50.0

55.0

50.0

50.0

50.0

45.0

45.0

40.0

40.0

30.0

45.0

45.0

40.0

45.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.0

10.0

10.0

5.0

5.0

10.0

15.0

45.0

0% 25% 50% 75% 100%

実施中または実施予定
（具体化している）

検討中 実施しない 無回答

 

夜間対応型訪問介護 

認知症対応型通所介護 

小規模多機能型居宅介護 

認知症対応型共同生活介護 
（グループホーム） 

地域密着型特定施設入居者生活
介護 

地域密着型介護老人福祉施設 
入所者生活介護 

地域支援事業の介護予防事業の
受託（一般高齢者） 

地域支援事業の介護予防事業の
受託（特定高齢者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清須市高齢者福祉計画・第５期介護保険事業計画（案） 

 

 

発   行 平成24年３月 
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〒452-8563 愛知県清須市清洲一丁目６番地１ 
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